
つ
い
に

世
紀
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
と
し
の
年
明
け
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
期
待
と
緊
張
の
入
り
交
じ

つ
た
一
瞬
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か

こ
の
際
、
人
生
を
年
数
で
な
く
、
日

数
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
仮
に
皆
さ
ん

が

歳
と
す
る
と
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て

か
ら
７
３
０
０
日
た
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で

世
紀
に
入
り
、
あ
と

年

近
く
生
き
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
約

２
万
日
で
す

１
０
０
年
に
１
度
の
世
紀

の
変
わ
り
目
。
皆
さ
ん
は
歴
史
的
に
も
の

す
ご
く
貴
重
な
瞬
間
に
居
合
わ
せ
て
い
る

の
で
す
。
激
動
の

世
紀
の
証
言
台
に
立

ち
、

世
紀
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
て
い
く
。
こ

の
事
実
を
考
え
た
だ
け
で
も
、
い
か
に
皆

さ
ん
が
ラ
ッ
キ
ー
な
存
在
か
分
か
り
ま
す

地
球
人
口
は
昨
年
、

億
人
に
達
し
ま

し
た
。
地
球
は
有
限
な
の
で
す
。
そ
の
小

さ
な
惑
星
の
な
か
で
繰
り
返
さ
れ
る
戦
争
。

そ
こ
か
ら
始
ま
る
悲
劇
…
…
な
ん
て
愚
か

な
行
為
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
皆
さ
ん
は

し
っ
か
り
自
覚
し
、
後
の
世
代
に
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
課
）
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世紀の多摩

新しい世紀の到来をあて込んださまざまなイ
ベントが行われている。なかには、客を呼び込
んで財布の紐を緩めさせることを意図しただけ
の企画も多い。 の６割を占める消費が拡
大しないことには本格的な景気の回復が難しい
のだから、うまくいってもらいたいという気に
もなる。しかし一過性のお祭りと違って新しい
世紀の課題に立ち向かう試みとなれば話は別で
ある。もちろん真っ白なキャンパスに絵を描く
ようなわけにはいかず、引きずってきた過去の
冷静な分析を踏まえて新たな可能性を探り、そ
のうえで実現可能な課題の提示と取組みへの道
筋をつける作業となると、考えるだけでも大変
である。
その意味で、 月２日に多摩キャンパスのク

レセントホールで開催された 大学サミット多
摩 は、知的刺激と啓発を与えてくれる有

意義な催しであった。多摩にある の大学と
多摩ニュータウン学会が主催したシンポジウ
ムは、 多摩は日本のシリコンバレーになれる
か 、 学術・文化・産業のネットワーク多摩
の形成をめざして という２つのパネルディ
スカッションからなり、前者はベンチャービ
ジネスの活躍する文化空間の形成に対する大
学の役割を、後者は立川と八王子の市長を交
えて大学と自治体・市民・産業間の協力体制
をテーマとするものであった。
中央大学が多摩キャンパスに移転し、 地域
に根差し世界に開かれた大学 を揚げて既に
年、やっとここまで来たかという想いを強く
もったのはともかくとして、多摩の地が都心
に通う人達のベッドタウンから産業と情報の
先進地域に変貌を遂げるために、大学に期待
されている役割の大きさを痛感されられる催
しであった。

広報委員 角田 邦重（法学部教授）


